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1．はじめに

　本稿の目的は、「シンボリック相互作用論」の書き換えに向けて、その趣旨を明らかに

することにある。

　シンボリック相互作用論（symbolic interactionism）は、周知のようにアメリカ社会学

の中で、いわゆる「パーソンズ以後」の社会学の「解釈的パラダイム」の展開の中で、そ

の一翼を担う学派として位置づけられてきた。しかしながら、筆者の見解によれば、ブル

ーマーらが主張する「シンボリック相互作用論」の議論は、首肯できる部分が多くあるも

のの、学問的な立場の基本的な点において大きな錯誤が含まれていると考える。筆者は、

その原因は、シンボリック相互作用論が、観念論の本質を見誤ったことと、社会学の学問

的対象を行為者間の相互行為（いわゆる社会的相互作用）に見出そうとしたことにあると

考えている。

　これらの点において、筆者は、シンボリック相互作用論を書き換えなければならないと

考えるが、本稿ではそれに向けた議論の整理を行う。本稿の論旨は次のとおりである。

① 　ブルーマーは、「観念論の伝統的立場」の取扱いを誤っている。その誤りは、当時

の実在論的な社会学あるいは科学の立場からすれば必然的であったかもしれないが、

「言語論的転回」を経た今日の知見からすれば、承服することはできない（2節）。

② 　シンボリック相互作用論は、具体的な人間同士の相互行為を前提とする社会学的人

間観、経験的世界観を構築している。しかし、これは、経験的世界のあり方の一つに

すぎず、また可能な人間観の一つにすぎない（3節）。

③ 　②にもかかわらず、ブルーマーの主張する「シンボリック相互作用」そのものは、

「社会的相互作用」とは区別される自我論として構成されており、ブルーマーが退け

たところの「独我論」に近いものになっている。そして、「シンボル」あるいは「シ

ンボリック」なる語は、ミードの「有意味シンボル」概念に依拠するものの、明確な

像を結んではいない（4節）。
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④ 　これらの問題を解決するためには、ブルーマーの「シンボリック相互作用論」を独

我論として書き換える必要がある。その方法は、いくつかあり得るが、そのひとつの

アイデアとしてラカン派精神分析学の語法に準拠することが考えられる（5節）。

2．シンボリック相互作用論における観念論の取扱い

　ブルーマーは、シンボリック相互作用論の方法的位置についてまとめた論文の中で、

「観念論の伝統的立場」に対して、次のように主張する。

　「現実の世界 world of reality」とは、人間経験の中にのみ存在し、それは、人間がその世界
を「見る see」という形式においてのみ現れる。（p. 28）

　人間の心像 human imageryの形式でかたちを与えられていないような、いかなる「現実の
世界」に関する特徴づけの実例も引用できない。人間が指示したり言及したりするようなもの
ごと以外に、何ひとつとして人間には知られていないのだ。あるものごとを指示するために
は、人間は、それを、そのパースペクティヴから見なくてはならない。人間は、そのものごと
を、自分に対して現れるものとして記述することしかできない。この意味では、経験的世界は
常に人間がそれについて持つ像や認識の形式でしか存在できないのが当然であるという主張
は、まったく正当なものである。（p. 28）

　つまりブルーマーは、「経験的世界は常に人間がそれについて持つ像や認識の形式でし

か存在できないのが当然であるという主張は、まったく正当なものであ」り、「観念論の

伝統的立場」を「論争の余地がないもの」であるというのである（p. 28）。

　しかしながら、ブルーマーは、他方では、「現実」を経験的世界から心像や認識の領域

へと移行させることに反対の立場を主張し、そのような「独我論的立場」は「経験科学を

不可能にしてしまう」と主張する（p. 29）。

　経験的世界は、人間にとって、心像またはその認識との関連においてしか存在しえないので
あるから、したがって、現実もまた、経験的世界とは独立に、心像や認識の中において探究さ
れるべきであると考えるなら、それは間違っている。このような独我論的立場は、支持するこ
とができないし、経験科学を不可能にしてしまうものだ。（pp. 28─9）

　ブルーマーがこのような立場を支持できないのは、経験的世界が、「われわれのそれに

対する心像や認識に対して、挑戦してきたり、抵抗したり、屈伏するのをこばんだりする

という意味において、語り返してくる talk back からであ」る（p. 29）。そして、「この抵

抗 resistanceが、経験的世界に対して、現実の証であるところの頑固な性質 obdurate 

characterを与える」ものであり、この性質、このはたらきが、「経験的世界の存在を要求
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し、それを正当化するもの」であると言い、実在論者の主張に対して正当性を与えている

（p. 29）。

　だが、ここでブルーマーは一つの誤りを犯しているのではないのか。ブルーマーは観念

論者の陥る議論を、現実や経験的世界とは独立に
4 4 4 4 4

、心像や認識の中において探究するもの

として位置づける。しかし、「観念論」にしたがえば、経験的世界も現実も、そもそも心

像や認識の中においてあるのであるから、心像や認識から独立して捉える必要はない。

「観念論の伝統的立場」を首肯するのであれば、当然このように主張するべきであるけれ

ど、ブルーマーはそのように捉えないのである。

　もちろん、ブルーマーがこうした主張をした背景には、心像や認識を問題としたとき、

心理学的あるいは哲学的に還元されることによって、社会（科）学が独自の学問的対象を

もたなくなる可能性を危惧したことが考えられるだろう。現にそのようにして還元したと

きに、社会（科）学は可能なのかという主題が、19世紀末から 20世紀初頭にかけての社

会学の確立期におけるデュルケームやウェーバーといった社会学者たちにとって、重要な

主題となったことが、社会学史上の「事実」とされていることはいうまでもない。

　しかし、だからといって、ブルーマーは、実在論との間で、本来的には安易に妥協する

必要はまったくなかった。ブルーマーが探究しなければならなかったのは、経験的世界も

現実も、そもそも心像や認識の中においてあるのであるから、それを前提としていかに社

会（科）学は可能（不可能）なのかという課題ではなかったのか。

　筆者は、これを、実在論との間の必要のない
4 4 4 4 4

妥協であり、ブルーマーのシンボリック相

互作用論は中途半端なものに留まる結果となった原因であると考える。そして、これは、

ブルーマーが安易に退けた「独我論」にこそシンボリック相互作用論の可能性が所在して

いると考える所以となる。

3．シンボリック相互作用論の人間観・世界観の問題

　ブルーマーらのシンボリック相互作用論は、観念論の取扱いを誤っていることを確認し

た。そして、その誤りは、ブルーマーの主張が、心像や認識の中において探究するものと

は別に、経験的世界や経験科学が探究するべき現実が実在していると思い込んでいるとこ

ろに存している。では、ブルーマーが主張する、社会学が探究すべき経験的世界や現実と

は何か、ということを次に確認しなければならない。

　社会学が探究すべき経験的世界や現実とは、シンボリック相互作用論においては、いく

つかの基本アイデアとして提示される「根本イメージ（root image）」としてブルーマー

によって表されている（p. 7）。
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　こうした根本イメージは、次のようなものごとの性質に言及し、それを記述している。人間
集団または社会、社会的相互作用、対象、行為者としての人間、人間行為、行為の相互連携。
全体として、これらの根本イメージ群は、シンボリック相互作用論が人間の社会と行動をどう
見るかということをあらわしている。それは研究と分析のための枠組みをなすものである。
（p. 7）

　そして、ブルーマーは、これら根本イメージのそれぞれについて、検討を加えていく

（pp. 7─26）。本稿では、ブルーマーが行った各イメージの検討すべてを紹介することはで

きないが、「人間集団または社会」については、「人間集団または社会とは行為の中に存在

するものであり、行為との関連で検討されなくてはならない」とする「行為としての人間

社会」という像を提示し（p. 8）、「社会的相互作用」については、「集団生活は、必然的

に、集団成員の相互作用を前提」にしており、「ひとつの社会とは、お互いに相互作用し

ている諸個人からなりたつものである」とし（p. 8）、「行為の相互連結」においては、

「人間集団とは、集団の構成員が、お互いの行為を適合させることから成り立ち、また、

その中に存在する」と定義する（p. 21）。そうして、ブルーマーは、次のように結論づけ

る。

　このアプローチでは、人間の社会を、生活にかかわっている人々としてとらえる。このよう
な生活とは、参加者たちが、自分たちの直面する多種多様な状況の中で行為を形成していく、
進行中の活動というひとつの過程なのである。彼らは、自分たちの発達していく行為をお互い
に組み合わせなくてはならないような、巨大な相互作用過程にとらえられている。この相互作
用の過程は、他者に対して何をすべきかの指示を行い、また、他者による指示を解釈するとい
うことから成立している。彼らは、対象からなる世界に生きており、こうした対象の意味によ
って、自分たちのオリエンテーションと行為に方向づけを与えられる。彼らの対象は、彼ら自
身という対象も含めて、彼らが他者と相互作用することによって形成され、維持され、弱めら
れ、また変容されていく。（pp. 26─7）

　ここで注意しなければならないのは、ブルーマーは、経験的世界を、何の断りもなく、

人間集団または社会、社会的相互作用、行為者としての人間／人間行為、行為の相互連携

に置き換えていることである。ブルーマーは、ここにおいて、「哲学学説としてのシンボ

リック相互作用論ではなく、経験的な社会科学のパースペクティヴとしてのシンボリック

相互作用論」を標榜し、「人間集団と人間行動」をその経験的世界の座に据えている（p. 

27）。

　しかしこのことが、重大な問題を招くものであることに、ブルーマーは気づいていない

ように思われる。すなわち、ブルーマーは、ここで「行為者としての人間」なる像を提示

していること、そしてその行為者とはブルーマーの考える人間集団や社会との関係におい
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て定義されていること、そしてそうした「人間集団と人間行動」の世界を、経験的世界と

して定義していることである。そして、その人間像は人間集団や社会の研究において提示

されていた。すなわち、「行為としての人間社会」という発想である。

　こうした発想は、行為の中に人間たる所以を見出すという点において、パーソンズの

「主意主義的行為」の概念に通じている。そればかりか、ブルーマーのこうした定義は、

かつてパーソンズの社会学理論に対して、首尾よく社会規範を身に着ける「過社会化され

た人間像」（D. Wrong）や「文化的判断力喪失者」（H. Garfinkel）といった、パーソンズ

の社会学的人間観が、パーソンズ批判の文脈の中で大きな問題となったことを想起させる

に十分である。

　では、相互行為を行う者としての行為者像の何が問題となりうるのであろうか。もっと

も考慮しなければならないことは、具体的な行為者との間の相互行為を特権化することで

ある。このことによって、たとえば「一般化された他者」との間の相互作用や、そもそも

相手の行為者が自己と同格の他者ではない可能性を周縁化させてしまう。

　このことは、ブルーマー自身の主張にも反するものになりかねない。ブルーマーは、

「自分自身に対して指示を行うという社会的な過程を通して、自分自身と相互作用する生

命体として人間を認識する」という点において、「人間は、はるかにいっそう深い意味に

おいて『社会的』であるとみなされる」のであるから、「シンボリック相互作用論の人間

観は、〔従来の社会科学の人間観とは〕根本的に違うものである」という（pp. 17─8）。だ

から、ブルーマーにおいては、社会的相互作用はそうした自分自身との相互作用を含めて

も然るべきであるだろう。しかしながら、ブルーマーは、行為者の間の相互行為として、

社会的相互作用を定義してしまうのである（p. 9）。

　ブルーマーのシンボリック相互作用論が前提とした社会的相互作用としての経験的世界

は、シュッツの多元的現実論で言えば、われわれが現実のアクセントを置きうる、限定的

な意味領域の一つに過ぎない。それが「至高の現実」であるとしても、他の「限定的な意

味領域」に、現実のアクセントを置くまでにおいてである。あるいは、他我問題に対し、

われわれの世界がはじめから他者たちの住まう世界であるとする「他我の一般定立」は、

われわれの経験的世界が実際にそのようになっている
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

というよりも、自然的態度において

人々はそのようなものとして世界を捉えていると分析したものであると捉えるならば、こ

れもまた一つの限定的意味領域にほかならない1）。つまり、社会的相互作用（＝相互行

為）としての経験的世界とは、経験的世界が、実際にそのようになっているというより

1）　シュッツの「多元的現実論」において、「日常生活の世界」を「至高の現実」として捉えていると
する支配的解釈に対して、シュッツ自身においても「日常生活の世界」を「至高の現実」としては捉
えきれておらず、すべての「限定的意味領域」が「至高の現実」でありうる可能性については、周藤
（2000, 2003）で指摘している。
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も、シンボリック相互作用論において定義される経験的世界であるのである。こうした点

において、社会的相互作用としての経験的世界とは、シンボリック相互作用論が定義する

経験的世界の像であって、本来的に社会学が研究対象とする経験的世界ではないかもしれ

ないのである。

　では、なぜブルーマーがこのような誤りを犯したのか、そこには、ブルーマーの経験科

学に関する科学観が介在していると見ることができる。現に、論文の後半は、こうしたブ

ルーマーの経験的科学に対する科学観の表明に割り当てられている。ブルーマーは、次の

ような問題が無視できないと主張する。

　どのように経験的世界をみるか。どのように問題を立てるか。どのようにデータを選定する
か。どのようにデータの関係を確定するか。どのようにそのデータの関係を解釈するか。そし
て、どのように概念を使用するか。（p. 35）

　もうお分かりであろう。ブルーマーの誤りは、経験的世界が、研究に先行しそれをシン

ボリック相互作用論によっていかに記述されるのか、という発想に存している。ブルーマ

ーに欠けているのは、経験的世界は、それを捉える方法それそのものによって構成される

という視点である。ブルーマーが組み立てるのは、シンボリック相互作用論という方法に

おいて構成される経験的世界であり、それが「人間集団と人間行動」の世界として社会科

学の対象としておかれるとき、そのようなものとして置いているということにほかならな

いのである。

　ブルーマーは、経験的世界について、われわれのそれに関する像や、それに関する主張

に対する抵抗を、経験的世界に対する現実の証であるところの「頑固な性質」として重要

視していた。それにもかかわらず、ブルーマーは、シンボリック相互作用論で定義する経

験的世界の像に関して、それに対する抵抗を見ていないのである。あるいは、まさに抵抗

があることにおいて、その経験的世界に関する記述を正当なものとして錯覚しているのか

もしれない。

　筆者の以上の主張は、「言語論的転回」以後の世界観に大いに関係している。「言語論的

転回」以後の世界観にしたがうならば、経験科学とは、その記述が経験的世界そのものに

なるものである。だから、そのためにブルーマーが主張したように「経験科学とは、研究

されている経験的世界がもたらす抵抗を、うまく取りあつかい、それを調整するための、

イメージや認識を発達させようとする営為」（p. 29）であるとともに、まさにその結果と

して、経験的世界そのものでなければならないことである。そして経験的世界とは、我々

の経験する世界そのもののことであるのだから、ブルーマーのように何らかの形で限定を

付けることはできないのである。

　結論から言えば、ブルーマーらのシンボリック相互作用論が、「行為者としての人間」
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を前提とし、社会的行為を対象とするいわゆる方法論的個人主義に立つものであるなら

ば、個人化・民主化の程度が不十分なものに留まっている。そして、こうしたブルーマー

の科学観は、「言語論的転回」を経た今日の社会学においては、もはや使用に堪えられな

くなってきているのではないのか。

　なお、ブルーマーが社会的相互行為として社会的世界を記述するのは、ブルーマーが社

会学者である以上、当然ではないかという意見もあるかもしれない。しかし、そのような

考えは、社会学という学問を理解していないものである。およそ社会学が社会的な科学

（social science）であるのなら、それは社会についての科学（science of the society）では

ないし、社会的なものについての科学（science of the social）ですらない。社会的とは、

その科学の対象がもつ性質ではなくして、その科学そのものがもつ性質として達成されな

ければならず、経験的世界が社会的であるか否かとは関係がないし、社会的世界を対象と

することによって「社会的である」ことを確保することは、端的に間違った方法である。

　以上のようにブルーマーの「シンボリック相互作用論」の学問的立場に対する主張には

錯誤があるものの、ブルーマーの記述やブルーマー以後のシンボリック相互作用論には、

依然としてそれでもなお注目するべき論点がいくつもあるように思われる。そのことを探

究するとき、シンボリック相互作用論が、「シンボル」をどのように考えていたのかを検

討することが必要になるとともに、それを通して、ブルーマーにおける「シンボリック相

互作用」と「社会的相互作用」との関係性も明らかになってくる。

4．シンボリック相互作用論のいう「シンボリック」とは

　ブルーマーらが「シンボリック相互作用論」を主張するとき、何を「シンボリック」で

あると捉えているのか。実のところ、ブルーマーは明確には書いていない。ブルーマー

は、シンボリック相互作用論の前提は、次のような「三つの明快な前提に立脚したもので

ある」という。

　第一の前提は、人間は、ものごとが自分に対して持つ意味にのっとって、そのものごとに対
して行為するというものである。（中略）第二の前提は、このようなものごとの意味は、個人
がその仲間と一緒に参加する社会的相互作用から導き出され、発生するということである。第
三の前提は、このような意味は、個人が、自分の出会ったものごとに対処するなかで、その個
人が用いる解釈の過程によってあつかわれたり、修正されたりするということである。（p. 2）

　ブルーマーは、シンボリック相互作用論の特徴として、ものごとが自分に対して持つ意

味の源泉を、ものごとに内在的で客観的な構成の自然的な部分をなしているとみなす哲学

における伝統的な「実在論」の立場や、ものごとの意味を心理的な構成要素の中に位置づ
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ける心理学的な立場ではなく、人々の相互作用の過程で意味は生じたものであり、そうし

た意味では「意味は社会的な産物と考えられる」という（pp. 4─5）。ブルーマーによれ

ば、「ものごとの意味は、社会的相互作用の文脈の中で形成され、人々によってその文脈

から引き出されるものである」というのだ（pp. 5─6）。そして人々による意味の使用は、

「このようにして導き出された意味を、単に適用する」のではなく、「個人がその行為の中

で意味を使用するということが解釈の過程を含んだものである」ことを強調する（p. 6）。

「行為者による意味の使用が、ひとつの解釈の過程を通じて生じる」のである。「意味は、

自己との相互作用 self-interactionの過程を通して、行為の中でその役割を果たすものだと

考えなくてはならない」（p. 7）というのである。

　ブルーマーは、「シンボリック」あるいは「シンボル」の意味を説明するのに、ミード

の議論を参照する。ブルーマーは、ミードが、「人間社会における社会的相互作用の二つ

の形式または水準を特定化したこと」に注目する。一つは、「個人が他者の行為に対して、

その行為を解釈することなく直接に反応するときに生じる」ミードの言うところの「身振

りの会話 conversation of gestures」であり、ブルーマーはこれを「非シンボリック相互作

用 non-symbolic interaction」と名付ける。もう一つは、個人が他者の行為に対して、「そ

の行為の解釈を含んだ」ミードの言うところの「有意味シンボルの使用 use of significant 

symboles」であり、ブルーマーはこれを「シンボリック相互作用 symbolic interaction」

と名付ける（p. 10）。そして、「人間に特徴的な相互作用の様式は、人間がお互いの行為

の意味を理解しようとする場合のようなシンボリックな水準にある」という（p. 10）。

　ブルーマーは、人間のあいだで生じる相互作用がもつ独自性を、「人間が、おたがいの

行為に対して単純に反作用するのではなく、他者の行為を解釈または「定義」していると

いう事実によるもの」に認める。

　おたがいの行為に対する人間の「反応」は、直接的にではなく、こういう行為に付与されて
いる意味にもとづいて行われる。したがって人間の相互作用は媒介されたものである。シンボ
ルの使用、解釈、または他者の行為の意味の推定によって、人間の相互作用は媒介されてい
る。これは、人間の行動では、刺激と反応の間に解釈の過程をはさむことと同義である。（p. 

102）

　しかし、こうしたブルーマーの議論は、シンボリック相互作用を自己における解釈過程

に充てることを通して、社会的相互作用とは区別されるものになっていると思われる。な

ぜなら、「ものごとの意味にのっとって人間はものごとに対して行為する」というブルー

マーは、社会的相互作用での意味の創発を認めるものの、個人の解釈の過程における解釈

とその修正、その結果として生ずる社会的行為に対して焦点を当てるからだ。そこでは、

そうした自己における過程、すなわち「自己の世界」が経験的世界となっており、それに
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対して「社会的世界」は「抵抗」として現れるのである。

　こうしたブルーマーの議論の自我論的構成は、ブルーマーの議論が、むしろ独我論に漸

近するように見える。そして、そうした「自己の世界」において、「シンボル」あるいは

「シンボリック」なものとは、「自己」と「社会的世界」を繋ぐメディアとして存在してい

るのである。

5．シンボリック相互作用論を書き換える

　ブルーマーの議論において、ほとんど明確な定義を与えられていないシンボル／シンボ

リックという概念をどのように扱うのか。ブルーマーの議論における、「自己の世界」と

「社会的世界」の分裂をとのように扱うか。なぜ、ブルーマーは、「シンボリック相互作

用」を「自己」についての議論において扱い、「社会的相互作用」の議論において十全と

扱わないのか。われわれは、これらの問題が、ブルーマーの観念論に対する認識の不十分

さに起因していると考えることができる。

　これらの問題を解決する方法は、一つしかない。すなわち、「社会的世界」を、「自己の

世界」における下位形態の一つとして位置づけることであり、そのことによって、社会的

相互作用を含む「社会的世界」を、「自己の世界」と一致させることにおいてである。

　このことは、経験的世界を社会的世界として定義するのではなく、経験的世界ははじめ

から社会的であるという可能性に身を任せることである。そうすることによってはじめ

て、いわゆる「社会的世界」は、「自己の世界」として記述することが可能となる。

　筆者は、ブルーマー以後のシンボリック相互作用論からの影響を受けたとされる、いわ

ゆる「意味学派」の研究のすぐれた研究は、そうしたものとして経験的世界を記述するこ

とに成功してきたと考えている。しかしながら、そうでない研究も多く存在してきた。そ

れらの研究を行う研究者の多くは、社会的相互作用によって満たされた社会的世界こそが

社会学の研究対象であると信じてきたように思われる。だが、それはいまや相互行為の中

に社会的なものを、あるいは社会を、「想像の共同体」として見出そうとする試みであっ

たことが明らかとなった。そうした志向は、たしかにかつて他者とともに実際に在ること

が自明であった人間においては、必然的なものであっただろう。だが、個人化・民主化が

ほぼ完全な形で浸透しているこんにちにおいて、もはやそうした志向にのみ頼っていくこ

とは時代遅れになってしまったのではないのか。

　われわれのこんにち的な課題は、次にある。社会的世界を「箱庭化」しないこと、「箱

庭」にすぎない「社会的世界」に認識者が埋没しないこと。すなわち、〈私〉の世界にお

いても、いわゆる社会的世界においても共通して経験的世界を記述できる方法は何か、と

いうことである。それは、必然的に「独我論」を世界を記述する方法論として採用するこ
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とである2）。そして、そのようなものとして、シンボリック相互作用論を書き換えること

である。

　その方法は、「シンボル」の扱いに存していると考える。それでは、どのように書き換

えうるのか？─その方法は、いくつかありうると思われるのであるが、本稿では最後

に、一つの案としてラカン派精神分析学の語法により記述することを提案しておく。

　ラカンの議論の特徴は、経験科学／認識によって捉えられる経験的世界を、象徴界（le 

symbolique）と定義することである。そして現実あるいは現実界（le Réel）をその外部

に、そして決して接近できないものとして位置づけることにある。世界とは体系化された

シンボルであり、それに適合的なように認識図式を作ることが世界を認識することにほか

ならない。そして、科学的認識もまた、そうした認識図式のひとつであることにおいて、

一般的なものの見方と同等である。

　ところで、ラカンの議論にしたがえば、「現実」は決して接近できないものであるとと

もに、言語によって記述することによってしか表現できないものである。こうした性質を

考えるならば、つまり、ラカンで言う「現実」とは、ブルーマーが言うところの「抵抗」

である。

　ブルーマーは、「経験科学とは、研究されている経験的世界がもたらす抵抗を、うまく

取りあつかい、それを調整するための、イメージや認識を発達させようとする営為」（p. 

29）であると主張した。しかしながら、抵抗／現実に対し、うまく取りあつかい、調整す

ることは、認識というものが一般にもつ性質である。では、科学的認識は、一般的な認識

とはどこが異なるのか。それは、本質的には差異はないのであるが、次の可能性に集約さ

れるであろう。

　経験科学が、それによって認識／記述される世界そのものが、経験的世界であることを

標榜するとき、そこでは認識／記述される世界に対する違背（＝抵抗／現実）そのものが

原理的に起こり得ないものとして扱われるであろう。そうしたときに、その違背は、認知

的に排除されるのではなく違背の可能性を先取りしつつ、イメージや認識を発達させるの

ではなく自らの認識のうちに含めながら展開していくことになるであろう。

　したがって、そうした経験科学は、基本的に想像界（l’imaginaire）に関係していると

いうことになる。

文献
Blumer, Herbert, 1969, Symbolic Interactionism: Perspectives and Method, Prentice-Hall. ＝ 1991，後藤将之

訳『シンボリック相互作用論─パースペクティヴと方法』勁草書房．

2）　筆者は、すでに周藤（2003）において、独我論を「社会学的排除」から自由な方法的規準として社
会学を批判的に再構成する可能性をもったものとして提示している。



 63シンボリック相互作用論の書き換えに向けて

周藤真也，2000，「日常生活の世界と自然的態度の記述─ A・シュッツとＷ・ブランケンブルク」
『社会学ジャーナル』25：71─82．
─，2003，「アンチ・アンチ・ソリプシズム─ A・シュッツと独我論をめぐる関係性から」『年

報社会学論集』16：250─260．

＊本文中で指示する文献のページは、Blumer （1969＝1991）の訳書に依拠している。
＊ 本稿は、2012年 9月 1日に立命館大学衣笠キャンパスで開催された第 7回日本社会学理論学会大会
における口頭報告に基づいている。





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.14286
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.14286
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50083
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FEFF005B9AD889E350CF5EA6005D>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


